



























































































































出城 日さj':ijo 日当主ir 10学年
()文IYJの]形JJU:i:m!il'の成立 。わがlik史の形成と発展






0統 併医!の形成と世界宗教 01:1;，'[，'の州民地支配と民政iill !liりJのJI~IJfl
の~!:場 0)1(; 業化と[Jq民Ij~家 。全体主義の台以と民族ilu(lJの発展
世界史{it!域 。多織な文化闘の形成 。アジア・アフリカの民政ilu(lJと o冷戦体制と大仰民1)4政府の樹立
o交流の拡大と伝統社会の 近代国家樹立il動 0大'iJr.民凶の猪肢と|冨|際的勢の変化







































た時期から国権被奪以前までを扱う」とあるように，扱う時期が異なっている。これは， r ( 3 ) 
民族運動の展開」で国権被奪後の民族運動を扱うからである。また， ‘歴史'の「近代国家の
樹立運動」の構成要素に， ‘開港期までの歴史的性格'をはじめとして， ‘開化辿動・術正斥













































































(1)わが歴 @統一新羅と激減の成立と発展過程を理解 史の形成 ③高句麗、百済、新羅、伽耶などの発展過程
史の形成 する。 と古代国 を通して古代国家の特性を理解する。









(2)近代 ③日帝の侵略過程と植民支配政策の内容を (2)近代 ③大林帝国時期に展開した近代化のための
国家樹立 説明する。 国家樹立 努力を調べてみる。








②4. 19革命から6月民主抗戦に至る過程を ②4. 19革命から今日に至る民主主後発展の
(8)大韓 民主主義発展の側面から説明する。 過程を説明する。
民国の発 ③1960年代以後高度成長が成立し、産業構 ③高度成長によって産業化、都市化が成立
展と国際 造が変化したことを知り、それがもたらした結 (9)大仰 し、大衆文化が広がったことを理解する。
情勢の変 果を省察する。 民国の発 ④北緯の変化過程を把偲し、r}'ji悼と北i悼の問



































































































う。修正・補完を受けた件数を出版社別に示すと，教学社 251 件，リベル 112 件，天才教育 107 件，斗山Will~84
件，飛朔教育80件，金星出版社69件，志学社64件，未来n62件となる(~朝鮮日報日本語版~(2013 {I三10n 
22 日)。また，~教育部報道資料 (2013 年 10 月 21 日)~によれば，修正・補完の事例はつぎのとおり。



















(3) 韓国新聞~the hankyoreh JAPAN~ (2013年9月 16日付)。
(4) r教育部，高校‘韓国史'教科書修正補完J(~韓国教育部報道資料~(2013 年 10 月 21 日)。
(5)教育部報道資料「歴史教育強化方案J(2013年B月 12日)。
(6)教育部報道資料「‘歴史教育強化方案'のための討論会J(2013年8月9日)。














2011 年 3 月 1 日から順次施行されていくものであった。教育科学技術部~2009 年改訂教育課程総論』。






(1 0) 教育科学技術部告示第 2009-10 号『社会科教育課程~， 38ペー ジ。












(14) 教育科学技術部告示第 2009ー 10 号『社会科教育課程~， 49ページ，同 2010-24号， 17ペー ジ。







金星出版社 69 61 B 
斗山東軍 84 79 5 
既存
未来エン 62 57 5 
飛朔教育 80 76 4 
志学全1: 64 60 4 
天才教育 107 100 7 
新1一!
数学干上 251 243 8 
リベル 112 112 。


















(1 9)WI初日新聞~(2013 年 11 月 16 日，問ムJ 23日)。
(20)WI併合ニュース~~(2013 年 11 月 14 日)。
(21)中国外務省の洪務副報道局長は， r日本の隣国による歴史問題についての強烈な要求を反映したものJと・iニ・の
現解を示すとともに， r歴史を正視することで未来は開ける。日本が(近隣諸国の)声を聞き入れ，誠実なj~)3l:を示す
ことを盟、心」と述べたとし、う (W朝日新聞~(2013 年 11 月 20 日)。




同教科書と北東アジアJ(東北亜歴史財団 Volume6-2 Winter 2009)参照。
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